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小冊子の構成 

USDM入門(T2)が作成している小冊子の構成は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本書は、(株)システムクリエイツの清水吉男氏が著した『要求を仕様化する技術 表現する技術』の改定第 2版を

もとにしています。本格的に展開する場合は、この本を使って読書会をすることを推奨します。  

USDM 小冊子 

基礎編 

USDM 小冊子 

補足編 

・・・ USDM を作成する上で、基礎的なことが記載しています。 

最初に読んで頂きたい小冊子です。 

・・・  本書です。 

USDM を作成する手順を、簡単にまとめた小冊子です。 

必要最低限の情報のみ記載されています。 

リファレンスとして参照してください。 

USDM 小冊子 

応用編 

【作成中】 

・・・  USDM の作成についての応用や解説をまとめた小冊子です。 

「要求の分割」、「仕様から要求の立て方」、「理由の聞き出し

方」などが記載する予定です。現在作成中です。 

USDM 小冊子 

チュートリアル編 

【作成中】 

・・・  USDM の作成について、チュートリアルの小冊子です。 

「要求のまとめ方」から「仕様の書き出し」までの手順を 

まとめたものです。現在作成中です。 
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1 USDMの形式 

1.1 使用するツール 

Microsoft EXCEL または、同様な表計算ソフト(Openoffice Calcなど)をご使用してください。 

特にバージョンは限定しません。 

 

1.2 USDMの構成 

USDMは、基本的に「要求」、「理由」、「仕様」からなります。 

オプションとして「説明」があります。 

 

1.3 USDMのフォーマット 

USDM のフォーマットは、次のとおりです。 
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2 ＵＳＤＭの記述 

2.1 要求の記述 

まずは要求を記述してください。記述する要求は「ソフトウェア要求」です。 

要求は、「○○して、○○して、○○して、」というような表現で記述してください。 

 

要求を書いたあと、行間に無理なく、自然な流れになっているか確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 理由の記述 

理由が明確になっているならば、理由を記述してください。 

理由が明確になっていないならば、後で記述してもかまいません。 

 

ユーザーが画面のドロップダウンリストで店舗を指定したら、 

指定された店舗の店舗コードを取得し、 

店舗コードをキーとして売上デーブルを検索し、 

検索結果を編集し、 

当月分の売上一覧表を表示する。 

この間に無理がないか確認してください。 

確認 

確認 

確認 



 6  

 

ⒸCopyright 2016 派生開発推進協議会., All rights reserved AFFORDD T2 研究会（USDM 入門） 

2.3 仕様グループの記述 

記述した要求の動詞に着目し、仕様グループを記述してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで、仕様グループを見て、漏れや重複していることを見つけた場合、要求を見直して、再度、仕様グループ

を記述してください。また逆に仕様グループを見直してから要求を見直してもいいです。 

ユーザーが画面のドロップダウンリストで店舗を指定したら、 

指定された店舗の店舗コードを取得し、 

店舗コードをキーとして売上デーブルを検索し、 

検索結果を編集し、 

当月分の売上一覧表を表示する。 
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2.4 仕様の記述 

仕様グループごとに仕様を記述してください。 

仕様は、「コード（実現方法）がイメージ」できるほど、具体的に書いてください。 

 

「仕様」に対する「理由」や「説明」がある場合、「仕様」の文章中に「【理由】理由は・・・・・」とか「【説明】説明

は・・・・・」のような表現で追加してください。 

 

【理由】売上テーブルの検索は現状システムと同じにしたいため 

 

 

【説明】売上テーブルの月ごとの件数は、約 1000 件。 
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また、次のとおり、仕様にテンジョンテーブルや PAD などの図を記述してもかまいません。 

 

 

 

 

 

2.5 説明の記述 

必要があれば、「要求」および「理由」に対して補足などがありましたら、説明欄に記述してください。 

ただし、説明欄には実装に関わらないような内容に限ります。 
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2.6 IDの記述 

要求および仕様を記述し終わったあと、要求 ID および仕様 ID を記述してください。 

要求 ID および仕様 IDは略称や数字を使ってもかまいません。 

仕様 ID の番号(枝番)は飛び番号にしたほうが、追加がしやすくなります。 

【要求 IDの例】 

                             

【仕様 IDの例】 

                           要求 ID + 枝番 

【USDM での ID の例】 

 

URIAGE-01 

URIAGE-01-0001 
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3 禁止事項 

3.1 要求についての禁止事項 

階層は、二階層までにしてください。三階層以上は作成しないでください。 

階層が深くなると、理解しにくくなります。 

<>でグループ化するなどの工夫をしてください。 

説明文などの要求以外のものは書かないでください。 

3.2 理由についての禁止事項 

当初、理由は書かなくてもかまいませんが、終盤は記述してください。 

記述後、要求と整合性が取れているか確認してください。 

もし理由が思いつかなかったりした場合は、要求の存在を検討してください。  

3.3 説明についての禁止事項 

ここに、「要求」や「仕様」は書き込まないようにしてください。 

あまり自信がないからと言って、製造する際に必要な仕様やロジックは記載しないでください。 

その場合は、「仕様」として記載してください。 

3.4  仕様についての禁止事項 

コーディングできないほど抽象化したものは書かないでください。 

この場合は要求として再考してください。 

「理由」や「要求」を書かないでください。 

コード値や状態など記載する場合は、マトリックスや PAD などの図を記載してください。 

コピペして書かないでください。せめて「〃」「々」「同上」などを使って記載してください。 

否定表現は避けてください。 

3.5  その他、禁止事項 

USDM の構成および書き方を変更しないでください。 

「要求」「理由」「説明」「仕様」「仕様グループ」以外の項目を追加しないでください。 
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「仕様」に対する「理由」や「説明」がある場合、「仕様」の文章中に「【理由】理由は・・・・・」とか「【説

明】説明は・・・・・」のような表現で追加してください。 
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